今月の樹　コバノミツバツツジ
　躑躅（つつじ）の名の由来は、次々に花が連なって咲くという意味の「つづき咲き」からきたとする説、花が筒状になっているので「筒咲き」からきたとする説、また「躑躅」は足踏みする、佇むの意味であり、美しさに思わず佇む等諸説がある。
　躑躅類は北半球全域に自生する他、観賞用としても広く植栽される。特にわが国は野生ツツジの宝庫で北海道から九州まで５２種が分布するとされる。早春から初夏にかけて咲き、山野を彩る。躑躅類は通常ツツジ科ツツジ属に分類されるが、その特徴から通常ツツジ亜属、（ヤマツツジ亜節、モチツツジ亜節）ミツバツツジ亜属、レンゲツツジ亜属、シャクナゲ亜属、ゲンカイツツジ亜属、ヒカゲツツジ亜属、トキワバイカツツジ亜属に細分される。
　ミツバツツジ亜属のツツジ類は葉が枝先に３個または５個が輪生するのが特徴で、北海道から九州まで、１４種が分布することが知られる。この亜属に属するコバノミツバツツジは本州（静岡県西部・長野県南部以西）、四国及び九州の北部に分布し、中部地方から関東地方に分布する｢ミツバツツジ｣よりは、多少葉が小さいのでこの名がある。海岸から丘陵の日当たりの良いアカマツ林などの２次林に自生する。大阪や神戸等の近郊で見られるミツバツツジは殆どこの種で、特に六甲山系には多くみられる。西宮市の廣田神社の社叢林の群生は県の天然記念物に指定されている。（＊参照）
コバノミツバツツジ

落葉低木で高さは１．５ｍ～４ｍになる。樹皮は灰黒色、若い枝は赤褐色で粗い毛がある。葉は枝先に３枚が輪生する。葉身は長さ２．５～７ｃｍ、幅１．５～５ｃｍの広卵形またはひし形状の卵形。中央部から少し下部の幅が最も広い。先端は尖り、基部はくさび形で縁には微細な鋸歯がある。若い葉には両面にやわらかな褐色の毛があるが、のちに表面は無毛になる。裏面は全体又は主脈の上に毛が残る。　葉柄は

３～７ｍｍ、褐色のやや長い毛が密生する。
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花は３月下旬～４月、葉の展開前または葉の展開と同時に開花し、枝先に紫紅色または淡紫紅色の花を１，２個つける。春の訪れをいち早く告げる花である。花はツツジ系の例にもれず本種も蕾は上向きにつけることが多いが、開花時には横向きに花を開く。花冠は直径３．５～４．５ｃｍの漏斗型、やや深く５裂する。上方の花弁に濃い紫紅色の蜜標が見られる。雄しべは１０本、花糸は無毛。花粉は細い糸でつながっており、訪れる昆虫の体に付着しやすい構造となっている。花柱は無毛。子房には白色の長い毛が密生する。ガクには白い毛があり、花柄には白毛と長い黄褐色の毛がある。
果実は朔果で、長さ８～１４ｍｍの円柱形で粗い褐色の毛が生える。８～９月に熟し、５裂する。

ミツバツツジ類の種の判別は難しいとされるが、本種は葉裏が白っぽく、細脈が目立つのが特徴とされる。

甲山森林公園内ではほぼ全域で見られるが、特に正門～西入口間の旧道、及びレストハウス

西の斜面に群落が見られる。

＊廣田神社のコバノミツバツツジ群落は、西宮市の象徴甲山の南々東の山麗廣田山にあり廣田神社の外苑内約2万平方メートルに亘り十数カ所に分かれて大きな群落を形成し、総株数は約2万株にのぼると推定され、昭和44年兵庫県指定天然記念物に指定された。
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